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1.は じめに

 本研究では, 今回改訂された指導要領で, キー

ワー ドとなっている 「生 きる力」の育成を, 以下

の図のような概念モデルとして捉えた。(図1)

 また, ダンス学

習では 「課題解決

学習」 という 「自

発的な創作活動」

を支える授業の実

践研究が継続 され

てきた。特に, 男

女共習授業の実践

研究の中で, 発達

段階や性差を越え

て初めての創作的なダンスの丁寧な指導の手だて

が明らかになってきた。 これまでの授業実践を通

して単元の前後で, 生徒(動 きや動 きの見つけ方・

仲間との関わり等)が 大きく変容することは, 実

践者の眼にはあきらかであるにもかかわらず, ダ

ンスにおける 「課題学習」の成果として客観的な

データで教育的効果を示 しにくい面があった。

 そこで, 本研究では 「生きる力」という新 しい

教育観に着目し, これまで実践研究の継続により

作 られてきたダンス単元の教育的効果を確認 しよ

うとするものである。

2.方 法

授業内容: 表1(全14時 間で構成)

対象: T大 学附属中学校 ・1年5ク ラス(男女共習)

男女205名(男 子102名 女子103名)

時期: 1998年1月 ～3月 中旬

方法: 単元実践前後 に2回 質問紙調査を行い, 平

均値の比較 にはt検 定を用いた。

質問紙の構成: ダンス領域 に直接関与するイメー

ジやその効果, 主体的問題解決行動の成立要因に

基づ く内発的意欲, 達成満足, 主体的行動, 自己

認識の5領 域から構成 し, 文献と保健体育の専門

家の意見の集約により下位領域 を設け, 各領域 に

ついて2～3の 質問項 目で構成 した。5件 法で測

定 した。

3.結 果と考察

 単元の前-後2回 の調査結果から, 授業実践を

通 してほとんどの項目で統計的に有意な差が認め

られた。

 自覚的には, 学習を通 して生徒が大 きく変化す
ることは確実に感 じていた。従って, 学習内容に

関する質問項目については, 統計的にも変容が現

れることが期待 された。 しかし, 「自己表現」 と

い うダンスの特性から考えて, 人間形成や情動的

な項目に対 しては, 精神的発達が大 きく影響する

ため, 数年間という長期的スパンで起こる変化で

はないか と考えていた。今回の調査では, この項

目についても, たった10数 時間の授業で統計的に, 

有意な差が認められた。

 以下その主な結果を下記に示す。

 以上の結果から, 新 しい 「生きる力」という教

育理念においても, ダンスの 「課題解決学習」 と
いう学習モデルでの授業は, 生徒の主体的問題解

決能力 を育成することができると推察される。

図1.「 生きる力の育成」の構成要素

表1.ダ ンス単元 における概要

図2-動 きのアイディアが次々と広がる

*(P=0.000)

図3.も のの見方が広がる

*(P=0.000)

図4.体 力には自信がある

*(P=0.000)

図5.そ の時間の学習をまとめ整理している

*(P=0.000)
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